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2023年度に実施した事業
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１ 持続可能な観光促進支援事業

２ 学術的調査・研究支援事業

３ UN Tourism及びUN Tourism関連国際会議等への参加・運営支援

４ 世界観光倫理憲章の普及・促進支援

第１：駐日事務所が実施するアジア太平洋地域（日本国内を含む）における観光振興
のための活動に対する支援

５ UN Tourism及び駐日事務所の情報発信支援

第２：地方公共団体等が行う観光交流促進に資する活動に対する支援

１ 国際人材育成支援事業

２ 国際交流サロンの運営

３ 当財団のウェブサイト等を通じた情報発信

１ APTECニュースレターの配信

第３：賛助会員に対する取組

２ APTEC会員限定セミナーの開催
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（１）エビデンスベースの持続可能な観光地づくりの推進

UN Tourismが推進するエビデンスベースの持続可能な観光地経営の普及・啓発を図るため、
観光庁の「持続可能な観光推進モデル事業」において、モデル地域を対象とした研修でUN 
Tourismの持続可能な観光の定義や取組等について説明し、「日本版持続可能な観光ガイ
ドライン」の研修動画の作成協力を行った。
あわせて、岐阜県による日本初のINSTO加入に向けた手続きについて技術的協力を行った。

（２）地域における持続可能な観光地づくりの実践に関する事例アーカイブの拡充
地域における持続可能な観光地づくりの実践事例を収集した「持続可能な観光アーカイブ」に
ついて、2023年度は収集数を拡大するとともに、英語版の作成・公表を行った。また、共通の
課題とその解決に向けた経験・知見を共有すべく、事例提供者を登壇者に迎えた「持続可能
な観光の実現に向けた先進事例シンポジウム」をオンラインにて開催した。

（３）奈良県における持続可能な観光地づくり支援事業【奈良県受託事業】

奈良県内複数地域において、外部有識者等とともに、専門的知見に基づくコンサルティングや
勉強会、資源発掘に係るモニターツアー等を実施し、持続可能な観光地づくりの支援を実施
した。天理市と桜井市にまたがる山の辺の道エリアの継続支援を行うとともに、奥大和エリアで
「アドベンチャーツーリズム」、飛鳥エリアで守られてきた景観や歴史文化をテーマにしたサイクリン
グツアーのコンテンツ造成に係る支援を行った。

駐日事務所が行う、持続可能な観光の促進に関する以下の技術協力等を支援した。
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（５）海外事業（ベトナム）
ベトナム国内で2ヵ所目のセミナーを以下の通り開催すると共に、2回のセミナーのフォローアッ
プとして、9月と11月に両地域でのセミナー参加者を対象としたオンラインでのグループインタ
ビューを実施した。

事業名： 観光を活用した持続可能な地域経営に係るセミナー
開催日： 2023年6月8日
場 所： ベトナム国ニンビン省ニンビン市

（６）海外事業（太平洋島嶼国）

国際機関太平洋諸国センター（PIC)による「日本・太平洋島嶼国 グローカルツリーズム
ネットワーク」の立ち上げに連携するとともに、セミナーにおいて、駐日事務所が作成した
「UNWTO Tourism Stories Pacific」及び「Sustainable Tourism Product 
Development Opportunities in the Pacific Islands」の成果概要を共有した。

事業名： 日本・太平洋島嶼国グローカルツーリズムネットワーク セミナー（第1回）
開催日： 2023年12月7日
場 所： オンライン

（４）奈良市における持続可能な観光地づくり支援事業【奈良市受託事業】

持続可能な観光に取り組む国内外の先進事例や国際基準・国際的な認証制度について情
報収集を行うとともに、学識経験者や観光関連事業者等からなる『奈良市「持続可能な観
光」検討懇話会』を開催して議論を重ね、持続可能な国際文化観光都市の実現に向けた
アクションプランの素案の作成支援を行った。
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駐日事務所が、UN TourismのTourism Resilience Initiativeを立ち上げるにあたり、
本部との調整、国内外の関係機関に対する情報収集・意見交換、事業内容の検討等の
準備を支援した。

（７）UN Tourismベスト・ツーリズム・ビレッジの普及

ベスト・ツーリズム・ビレッジは、地域社会に根差した価値観、商品、ライフスタイルを維持・促
進し、経済、社会、環境のあらゆる側面において持続可能性に取り組んでいる農漁村観光
地の優れた例を表彰する取組。
駐日事務所においては、観光庁と連携して国内の持続可能な観光に取り組む自治体に対し
て積極的に普及し、2023年には、新たに北海道美瑛町、宮城県奥松島地区、長野県白
馬村、岐阜県白川村が選出された（国内では合計6地域）。

1-2 観光分野のレジリエンス促進支援事業［UN Tourism拠出金事業］
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（２）JICAとの連携事業（「観光開発のためのプロジェクト指標ツールキット（TIPs)」の作
成）

UN Tourismは（独）国際協力機構（JICA）とともに、観光開発がSDGsの達成に及ぼす影響をプロジェ
クトごとに測定するための指標「Toolkit of Indicators for Projects(TIPs):観光プロジェクトのための指標
ツールキット」を開発した。駐日事務所がピアレビュー、日本語翻訳の確認、日本国内での普及への協力を行
うことを支援した。

（１）UN Tourismの観光統計や出版物の日本語訳と公表

駐日事務所が、UN Tourismが公表している観光統計や研究成果に関する出版物を適時適切に日本語に
翻訳して公表することを支援した。

5
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会 議 名 開催期間 場 所

１
第35回UNWTO東アジア太平洋地域及び
南アジア地域合同委員会

2023年6月19日～21日 カンボジア・プノンペン

２ IFTM-UNWTO レーニングプログラム 2023年9月17日～20日 マカオ

3 第25回UNWTO総会 2023年10月16日～19日 ウズベキスタン・サマルカンド

4 ツーリズムEXPOジャパン 2023年10月26日～29日 大阪

5
UNWTOアジア太平洋エクゼクティブトレーニ
ングプログラム

2023年11月13日～16日 ベトナム・ダナン

6 世界INSTO全体会議 2023年11月21日～22日 スペイン・マドリード

7
UNWTO 2024 POW Workshop for 
Asia and the Pacific

2023年12月12日～15日 スペイン・マドリード

2023年度参加の国際会議、見本市等



1-5 世界観光倫理憲章の普及・促進支援

7

UN Tourism世界観光倫理憲章 民間部門による誓約署名式

日本の署名団体

業界団体

（一社）日本旅行業協会
（一社）全日本シティホテル連盟
（一社）日本ホテル協会
（公社）日本観光振興協会
（一社）日本旅館協会
（公社）国際観光施設協会

旅行会社

（株）JTB
（株）エイチ・アイ・エス
ＫＮＴ－ＣＴホールディングス（株）
（株）日本旅行
沖縄ツーリスト（株）
（株）ワールド航空サービス
（株）アサヒトラベルインターナショナル
東武トップツアーズ（株）
（株）マップトラベル
★（合）Discover Walks
★（株）こはく
★（株）ライダス
★（株）スピリット・オブ・ジャパン・トラベル

航空会社

日本航空（株）
全日本空輸（株）

ホテル・旅館

（株）西村屋
（株）ピッキオ
（株）滝の湯ホテル
鶴雅ホールディングス（株）
（株）湯元舘
（株）庵ホテル
JW マリオット・ホテル奈良
（株）松井旅館本館
（株）奈良ホテル
（株）古窯
（株）玉の湯
（株）綿善
★（株）北原

（★は2023年の新規署名団体）6団体28社全34者
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（１）駐日事務所のウェブサイトを通した情報発信の強化

駐日事務所のウェブサイトの運営を通じて、駐日事務所の発信力を強化し、UN Tourism及びUN 
Tourism賛助加盟員の情報発信を行った。

（２）会議、セミナー、シンポジウムにおける情報発信

国内外の会議、セミナー、シンポジウムにおける講演や、大学等と
連携したワークショップの開催を通じて、UN Tourismの活動の情
報発信や持続可能な観光の普及啓発を促進した。



第２：地方公共団体等が行う観光交流促進に資する活動に対する支援
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１ 国際人材育成支援事業

高等学校・大学、国際団体における講義・講演を行うとともに、若年層のUN Tourismの活動や持続
可能な観光に関する理解の増進、国際感覚の涵養及びキャリア形成を支援した。

２ 国際交流サロンの運営

当財団の事務所に隣接する国際交流サロンにおいて、奈良県外国人支援センターの協力を得て、国
際交流イベントや国内及び国外の観光情報の提供を行った。

３ 当財団のウェブサイト等を通した情報発信

当財団のウェブサイトを通して当財団の活動や賛助会員（地方公共団体も含む）の観光に関する
事業の情報発信をより適時適切に行った。

JICA,神戸大学共催第５回「次世代観光リーダー育成に
向けたワークショップ」（2024年3月）

JICA課題別研修（年2回程度）



第３：賛助会員に対する取組
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１ APTECニュースレターの配信

APTECの最新の取組やUN Tourismの活動に関する情報をニュースレターとして年２回配信した。

２ APTEC会員限定セミナーの開催

タイムリーなテーマを選定し、会員限定によるセミナーを２回開催し、賛助会員同士のネットワーク形成機会を
提供した。

開催回 実施日 テーマ 登壇者

第７回
2023年
８月８日

APTEC賛助会員・UNWTO賛助加盟員合同セミナー
UNWTOスペシャルアドバイザー
平松賢司

第８回
2024年
３月28日

2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）」 開催１年前！
いかに参加、共創していくか？

2025年日本国際博覧会協会
地域・観光部 審議役 川村 泰正

＜APTEC賛助会員様限定セミナー実施実績＞
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